
二年度は、「瓦」シリ一ズのあとを

うけ、「遺跡から見た京都の歴史－

○○時代の京都－」と題し、先土器・

縄文時代から桃山時代以降の京都

を考察する予定である。

（4）の印刷物の発行については、

特別展では第６回以降展示図録

（『京都市内の群集墳』、『平安宮豊

楽殿』、『桃山時代の京都・考古展』）

を発行した。このほか、文化財講

座や夏期教室では、資料・テキス

トを作製している。

（5）の遺物貸出では、貸出取扱

要綱第３条により、「埋蔵文化財に

や遺物の調査・研究成果を主体に

した。

埋蔵文化財調査の関係者が、そ

れぞれ講師を担当し、ホットな文

化財情報や研究成果を発表し、参

加者の好評をえて毎回定員をオー

バーしている。

平成元年度（第 27 回〜第 35 回）

は、上記の講座の他に「瓦」をテー

マにとりあげ、朝鮮の瓦、飛鳥時

代の京都の瓦、…桃山時代以降の

京都の瓦について、時代順に研究

の成果を発表している。このシリー

ズは出席者に非常に好評で、平成

京都市考古資料館がオープンし

たのは、1979 年 11 月 28 日のことで、

1990 年３月現在すでに 10 年を経

過したことになる。ここでは資料

館がこれまでに行なってきた主な

事業活動と今後の課題について述

べる。

資料館の主な事業活動

資料館の仕事には、どんなもの

があるのか、一般に知られていな

いことが多い。そこで資料館の主

な活動について以下に列挙する。

（1）特別展、（2）小・中学生夏

期教室、（3）文化財講座、（4）印

刷物の発行、（5）遺物貸出。

（1）の特別展は、原則として毎

年１回開催している。各テーマは、

次の通りである。

第１回地下鉄鳥丸線の発掘調査展

第２回北野廃寺展

第３回京都市域の弥生土器展

第４回鳥羽離宮跡展

第５回平安宮跡展

第６回京都市域の群集墳展

第７同平安宮豊
ぶ

楽
らく

殿
でん

跡展

第８回桃山時代の京都・考古展

（2）の夏期教室は、1980 年８月

から毎年１回開催し、1990 年の夏

には、第 11 回目を迎える予定であ

る。

（3）の文化財講座は、1986 年５

月から始め、1990 年３月現在 35

回開催した。第 26 回（1989．3）

までの講座では、市内の主な遺跡

考古アラカルト１
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リーフレット京都　No. １（1990 年 3 月）

http://www.kyoto-arc.or.jp
（財）京都市埋蔵文化財研究所・京都市考古資料館

豊楽殿跡で出土した鴟
し び

尾
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ついての普及・啓発ならびに学術

研究に資し、かつ良好な状態で管

埋・展示されると認められる場合」

に貸出している。京都市域の埋蔵

文化財が、日本の各地で有意義に

一般に公開されている。主な貸出

先を平成元年度に限って、以下に

掲げておく。

和泉市久
く

保
ぼ

惣
そう

記念美術館、大阪

市立東洋陶磁美術館、岡山県備前

陶芸美術館、亀岡市文化資料館、

京都国立博物館、京都文化博物館、

京都府埋蔵文化財調査研究セン

ター、京都府立山城郷土資料館、

齋
さい

宮
ぐう

歴史博物館、土岐市美濃陶磁

歴史館、広島県立歴史博物館、福

島県立博物館、向日市文化資料館、

山口市歴史民俗資料館

今後の課題

資料館のはたす今後の役割につ

いて考えてみよう。京都市考古資

料館条例第１条によれば、埋蔵文

化財の調査ならびに出土品その他

の考古学的資料の整理・研究・収

蔵および展示を行なうための施設

と定めている。だが、要は実質的

なサービスを来館者のために如何

に提供するかにかかわるものであ

る。

来館者が最も望み、欲するとこ

ろのものを備えておくことも必要

である。その一つに、情報の収集・

提供がある。一般に、来館者は、

目が肥えていて土器や石器、瓦だ

けを単に並べるだけでは、繰り返

し来館する魅力に欠けるであろう。

このような状況を打開するため、

当館では、ささやかではあるが情

報コーナーを設け、活用していた

だいている。京都市城の発掘調査

の状況がわかるように、関係資料

をとりそろえている。また、京都

府下の博物館、文化施設を紹介し

たパンフレットやリーフレットも

とりそろえ、利用いただいている。

だが、当館が市民からより一層広

く、継続して受け入れられるため

には、発想の転換が必要である。

ひとつの考えは、当館を情報の

発信基地にすることである。その

ためには、来館者が必要とする、

より充実した情報の収集が必要で

ある。また、映像による情報提供

も不可欠である。これこそ新たな

考古ファンをよびこむ仕掛けにな

るだろう。

平成２年１月 30 日付けの日経新

聞（夕刊）によると、文部省の教

育審議会は、この日生涯学習の基

盤整備についての答申を文部大臣

に提出している。「生涯学習は人々

が自発的意志に基づいて行なうこ

とを基本とする」との観点に立ち、

「人々の生涯学習を支援する施設を

検討した」とある。当館が情報の

発信基地としての機能を求められ

ているのは、時代の要請である。

当館にある図書類も閲覧できるよ

うに検討している。

北西から見た豊楽殿推定復元図　梶川敏夫画
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